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精神医学以外の分野では，多くの疾患の病態生
理や病因が究明され，観察に基づく診断から病
因・病態に基づく診断への転換が起こった。いま
だに臨床的観察に基づくパターン認識による診断
の段階に留まっている精神医学の領域でも，同様
の転換を促すには，診断や治療に有用な生物学的
指標(いわゆるバイオマーカー)が欠かせず，これ
まで，そのような生物学的診断指標の開発のため
に多くの努力がなされてきた。いまだ十分に達成
されてはいないものの，近年は着実な進歩が認め
られ，注目すべき研究成果も少なくない。本特集
は，精神疾患の生物学的診断指標の臨床応用の現
状，開発研究の成果，今後の課題などについて，
理解しやすい形で展望することを意図している。
本特集で取り上げられている生物学的診断指標

は，光トポグラフィー検査(近赤外線スペクトロ
スコピー，near-infrared spectroscopy；NIRS)
以外はいわば研究段階のものである。平成 26

(2014)年に，それまで先進医療として知見を積
み重ねてきた光トポグラフィー検査が，うつ症状
の鑑別診断補助のために保険診療として認められ
たことは，精神医療の歴史における画期的なでき
ごとであった。その後 3 年が経過し，光トポグ

ラフィー検査の使用経験が蓄積されるとともに，
さまざまな議論がなされている。抑うつ状態の診
断における光トポグラフィー検査の意義につい
て，あらためて確認・検討することは重要と思わ
れる。
近年の生物学的診断指標の開発研究において大
きな推進力となっているのは，研究の基盤となる
さまざまな技術の進歩による解析方法の高度化お
よび精緻化である。すなわち，新たな画像診断技
術の開発とその進歩に伴う高解像度化，網羅的に
遺伝子・遺伝子発現・蛋白・代謝物質などを解析
する技術(いわゆる omics)の開発と普及，そして
コンピューター科学による大量の情報処理・解析
の実現などによるところが大きい。本特集でも，
先端技術を利用することによって得られた興味深
い研究成果が紹介されている。さらに，精神医学
領域においても活発化している，多施設共同によ
る大規模サンプルを用いた研究が成果をもたらし
つつある。
いうまでもなく，本特集で紹介したもの以外に
も，本邦で行われている重要な研究は数多い。紙
幅の都合により網羅することはできなかったこと
をご容赦願いたい。
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